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新
入
生
の
皆
様
へ

　
新
入
生
の
皆
さ
ま
、
神
奈
川
大
学
に
ご
入
学
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
卒
業
生
（
同
窓
生
）

一
同
、
こ
の
た
び
の
皆
さ
ま
の
ご
入
学
を
、
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
一
般
社
団
法
人 

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
」
は
、
神
奈

川
大
学
の
卒
業
生
や
在
学
生
か
ら
な
る
同
窓
会
の
こ

と
で
、
そ
の
組
織
や
活
動
は
社
会
的
に
公
に
認
め
ら

れ
て
い
る
団
体
で
あ
り
、
通
称
と
し
て
、「
宮
陵
会

（
き
ゅ
う
り
ょ
う
か
い
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
新
入

生
の
皆
さ
ま
は
、
入
学
と
と
も
に
当
会
の
準
会
員
（
学

生
会
員
）
と
し
て
お
迎
え
い
た
し
、
今
後
、
私
ど
も

と
ご
一
緒
に
活
動
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
喜
ん
で

お
り
ま
す
。

　
神
奈
川
大
学
の
卒
業
生
の
総
数
は
約
24
万
人
。
宮

陵
会
の
活
動
は
母
校
の
発
展
や
会
員
相
互
の
親
睦
・

扶
助
を
目
的
と
し
、
後
述
の
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
て
い
ま

す
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
在
学
生
に
関
し
て
は
、
各
種
奨
学
金

の
給
付
や
課
外
活
動
へ
の
各
種
助
成
、
一
人
暮
ら
し
の

学
生
に
対
す
る
食
品
の
無
料
配
布
や
ク
オ
カ
ー
ド
の

配
布
、
講
演
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
・
援
助
、

新
入
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
、
卒
業
祝
賀
会
の
共
催
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
私
ど
も
宮
陵
会
々
員
一
同
は
、
新
入
生
の
皆
さ
ま

の
健
康
と
実
り
多
き
学
生
生
活
を
祈
念
し
て
、
こ
の

た
び
の
皆
さ
ま
の
ご
入
学
を
お
祝
い
致
し
ま
す
。

一般社団法人
神奈川大学宮陵会

会長　久保 清治
（1968年経済学部貿易学科卒）
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宮
陵
会
は
、
神
奈
川
大
学
の
前
身
で
あ
る
横
浜

専
門
学
校
を
は
じ
め
、
神
奈
川
大
学
お
よ
び
大
学

院
、
な
ら
び
に
短
期
大
学
部
（
２
０
０
２
年
廃
止
）

の
同
窓
生
約
24
万
人
を
擁
す
る
大
規
模
な
同
窓
会

組
織
で
、
全
国
的
に
見
て
も
そ
の
数
は
私
立
大
学

の
中
で
17
、
18
番
目
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
自
慢

で
き
る
組
織
で
す
。
２
０
２
２
年
に
設
立
85
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　
宮
陵
会
の
具
体
的
な
活
動
は
、
①
学
部
生
、
大

学
院
生
へ
の
奨
学
金
の
給
付
②
会
員
向
け
広
報
誌

の
発
行
③
国
内
外
に
あ
る
１
３
８
の
地
域
組
織
や

課
外
活
動
団
体
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
組
織
な
ど
の
活
動

に
対
す
る
支
援
④
卒
業
生
と
在
学
生
と
の
交
流
の

場
の
企
画
と
そ
の
運
営
⑤
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸

術
な
ど
の
在
学
生
が
活
躍
す
る
場
で
の
応
援
活
動

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

47
都
道
府
県
を
は
じ
め
、
上
海
、
大
連
、
バ
ン

コ
ク
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
ロ
ン
ド
ン
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
に
も
地
域
組
織
が
あ
り
ま
す
の
で
、
在
学
時

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
卒
業
後
も
各
地
の
宮
陵
会

の
活
動
に
参
加
い
た
だ
き
、
社
会
で
活
躍
さ
れ
る

卒
業
生
と
是
非
交
流
し
て
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
度
に
実
施
し
た

お
も
な
事
業

⑴  

１
人
暮
ら
し
の
学
生
に
食
品
の
無
料
配
布

　

６
～
７
月
に
か
け
、
1
人
暮
ら
し
の
学
生
に

対
し
て
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
、
み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
で

２
千
名
分
の
食
品
を
無
料
配
布
を
し
ま
し
た
。

（
コ
ロ
ナ
な
ど
の
影
響
で
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
が

で
き
な
い
学
生
へ
の
緊
急
支
援
策
）

⑵ 

卒
業
生
専
門
職（
弁
護
士
、
公
認
会
計
士・

税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
）
に
よ
る

宮
陵
会
館（
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
30
号
館
）

で
の
無
料
相
談
会
の
実
施
。

⑶ 

神
奈
川
大
学
の
共
通
教
養
科
目
の
授
業

で
、
宮
陵
会
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の

講
義

⑷ 

神
奈
川
大
学
在
学
生
課
外
活
動
な
ど
へ
の

支
援

⑸ 

神
奈
川
大
学
の
「
教
育
振
興
基
金
」
へ

の
指
定
寄
付（
課
外
活
動
特
別
奨
学
金
）

⑹ 

神
奈
川
大
学
教
育
研
究
奨
励
助
成
事
業

⑺ 

神
奈
川
大
学「
神
大
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
賛
助
金
」案
内
へ
の
協
力

⑻ 

広
報
誌『
宮
陵
会
報
』（
７
、
12
月
の
2

回
）
と
『
宮
陵
』（
4
月
の
1
回
）
の

（平塚祭）模擬店

神大フェスタ 2022

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
　

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
　
宮宮き

ゅ
う

き
ゅ
う  

陵陵り
ょ
う

り
ょ
う  

会会か
い
か
い  

のの  

概概  

要要
学生の
課外活動

学生を案内する宮陵会理事と
配布した食品



2
つ
の
奨
学
金

　横浜市神奈川区六角橋に現在も杉山神社がありま
す。神大が六角橋に移転前の丘陵地帯（現・横浜キャ
ンパス）は、この神社の正面に当たることから、お宮
に面している場所「宮面（みやめん）」と呼ばれていま
した。
　当時、電気科卒業生の縦のつながりの会（OB会）
に「宮面会」（みやめんかい→みやもかい）が使われ
ていたため混同を避けるため、丘陵地帯に大学があっ
たため同窓会を「宮陵会」と命名。宮面丘陵を略称し
たものと伝わっています。

「宮陵会」命名の経緯

発
行（
宮
陵
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
会

誌
・
会
報
」で
も
見
ら
れ
ま
す
）

⑼
地
域
組
織
総
会
や
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催

時
の
卒
業
生
同
士
の
交
流
な
ど
へ
の
活

動
支
援

(10)
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
へ
の
協
賛
や
卒
業

祝
賀
会
の
共
催
な
ど

⑴ 

給
付
奨
学
金（
2
０
2
２
年
度
４
名
）

勉
学
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
家
計
の
支

持
者
の
死
亡
、
疾
病
、
失
業
な
ど
に
よ
り
家

計
が
急
激
に
変
化
し
、
学
業
の
継
続
が
困
難

に
な
っ
た
者
に
給
付
す
る
も
の
。

　
▽
給
付
金
額　
分
納
す
べ
き
学
費
等
納
入

額
の
１/

２
相
当
額
以
内
▽
募
集
時
期　

5
月
お
よ
び
10
月
▽
返
還　
不
要

⑵ 

大
学
院
給
付
奨
学
金（
2
０
2
２
年
度
７
名
）

神
奈
川
大
学
を
卒
業
し
、
か
つ
神
奈
川

大
学
大
学
院
に
在
学
す
る
者
を
対
象
と
し
、

優
秀
な
研
究
者
養
成
の
た
め
に
援
助
す
る
こ

と
を
目
的
に
給
付
す
る
も
の
。
奨
学
生
の
期

間
は
採
用
さ
れ
た
年
度
限
り
で
す
が
、
次
年

度
以
降
も
出
願
で
き
ま
す
。

▽
給
付
金
額　

法
学
研
究
科
、
経
済
学

研
究
科
、
経
営
学
研
究
科
、
外
国
語
学
研
究

科
、
人
間
科
学
研
究
科
、
歴
史
民
俗
資
料
学

研
究
科〈
年
額
30
万
円
〉　

理
学
研
究
科
、

工
学
研
究
科　
〈
年
額
40
万
円
〉
▽
募
集
時

期　
10
月
▽
返
還　
不
要

＊
出
願
・
候
補
者
の
選
考
は
、
い
ず
れ
も
学
校
法
人
神

奈
川
大
学
が
宮
陵
会
の
委
嘱
を
受
け
て
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
学
生
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（みなとみらい祭）コスモクロック

野球部明治神宮大会 2022

【陸上競技部】全日本大学駅伝 集合写真

【建築学部】建築ものづくり工房

バタフライ

宮陵会館（横浜キャンパス30号館）



3030名に抽選で名に抽選で
　　プレゼントプレゼント!!

旭川

北海道ブロック

甲信越ブロック

北陸ブロック

近畿ブロック

中国ブロック

東北ブロック

東京ブロック

神奈川県ブロック
東海ブロック九州・沖縄ブロック

関東ブロック

北見 釧路

帯広札幌

室蘭

青森県

秋田県 岩手県

山形県 宮城県

福島県新潟県

栃木県

千葉県東京都

神奈川県
横浜市

静岡県

山梨

長野
東北信

富山県

石川県

福井県

岐阜県

愛知
みやも会

京滋

奈良県

三重県
和歌山県

大阪府

兵庫県鳥取県島根県

岡山県広島県

山口県
（防長
　　宮陵会）

福岡県

大分県

宮崎県

佐賀県長崎県

熊本県

鹿児島県

沖縄県
愛媛県 香川県

高知県 徳島県

埼玉県 茨城県

群馬県

苫小牧函館

職　域 同期・同好
神 奈 川 県 庁
大 田 区 役 所
山 武
三 井 物 産 ㈱
協 同 電 気
村 上 開 明 堂
J F E
日立オートモティブ厚木
三 洋 み や も 会
神奈川大学学内

川 本 工 業
横 浜 銀 行
横 浜 信 用 金 庫
髙 島 屋
東 京 都 庁 会
クリエートメディック
大 和 製 罐
会 計 人
社 労 士
三 進

珊 瑚 の 会
海 神 の 会
原 陵 会
森 睦 会
陵 法 会
小 池 ゼ ミ 六 池 会
衣笠・アサモアゼミナール神湘会
工学部応用化学科・
物質生命化学科同窓会

ボクシング部OB会
陸 上 競 技 部 O B 会
バスケットボール部OB会

空 手 部 O B 会
柔道部O B・ O G会
弓 心 会
アメリカンフットボール部OB会
ハンググライダー部OB会
レスリング部OB・OG会
ラ グ ビ ー 部 O B 会
卓 球 部 O B 会
ヨ ッ ト 部 O B 会
濱 菊 会
学 士 山 岳 会
硬 式 野 球 部 O B 会

写 真 研 究 部 O B 会
吹 奏 楽 部 O B 会
自動車工学研究部OB会
男子ラクロス部OB会
マンドリンアンサンブルOB会
フロイデコール・レジェンド
スケート部アイスホッケー部門OB・OG会
スケート部スピード部門OB・OG会
模型研究会OB・OG会
清 輝 会

・福岡
・北九州

・伯耆
・因幡
・伯耆
・因幡

・長崎
・佐世保

・群馬
・群馬東毛

・磯子区
・神奈川区
・横浜西・中
・南区
・保土ケ谷・旭区
・戸塚・栄区
・横浜北（都筑・緑・青葉区）
・瀬谷・泉区
・港南区

・町田
・八王子
・西多摩

・藤沢
・相模原
・秦野市
・箱根町
・平塚市
・南足柄
・三浦半島
・津久井
・茅ヶ崎・寒川
・川崎市

・静岡中部
・静岡東部
・静岡西部

四国ブロック

〈海　外〉
・ バンコク会
・ ロスアンゼルス
・ 同学会上海
・ 同学会大連
・ ロンドン
・ サンパウロ

宮陵会の
地域組織

宮陵会HP 宮陵会
紹介動画

宮陵会ホームページ
https://www.kanagawa-u.ac.jp/kyuryokai/

宮陵会ホームページ
https://www.kanagawa-u.ac.jp/kyuryokai/

名入れ名入れスポーツタオルスポーツタオル（W110㌢×H40㌢）

▽希望者は、はがきに郵便番号、住所、E-maiｌ、氏名、学年、学科、を書いて、
〒221-0802横浜市神奈川区六角橋 3-27-1
神奈川大学宮陵会「スポーツタオルプレゼント」係へ。
23年5月15日（月）消印有効。
当選者には賞品引換券（横浜キャンパスの宮陵会館で賞品の受け取り）を
お送りします。


